
国際機関 大洋州 中南米等 その他
6月15日～6月28日 ＷＨＯ・FAO等 米国 カナダ EU、EFSA 各国 FSANZ等 中国 各国 各国 報道、論文等も含む

(前回 ) (3/7件) (12/7件) (1/5件) (31/32件) (13/15件) (4/2件) (2/5件) (10/7件) (0/0件) (22/24件)

化学物質・汚染物質 (8件) 0 0 0 0 0 0 0 4 0 4

食品添加物 (12) 0 0 1 6 1 0 2 1 0 1

農薬 (19) 0 5 1 11 0 0 0 1 0 1

動物用医薬品 (1) 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

器具・容器包装 (2) 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

(43/42件) その他 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

細菌 (2件) 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0

ウイルス (12) 4 1 2 0 1 0 1 0 0 3

原虫・寄生虫 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

プリオン (4) 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2

植物性自然毒 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

カビ毒（マイコトキシン) (1) 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

動物性自然毒 (1) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

(25/27件) その他 (7) 2 0 0 0 2 0 0 0 0 3

新食品 (0件) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

GMO (10) 0 0 0 2 1 1 0 0 0 6

健康食品 (1) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

アレルギー (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

クローン (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

放射線照射 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ナノテクノロジー (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(13/11件) その他 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

肥料 (0件) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

飼料 (4) 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0

(2/4件) その他 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

表示 (1件) 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

放射性物質 (1) 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

(15/19件) その他 (17) 1 0 0 7 3 1 1 1 0 3

細菌 (0件) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ウイルス (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(0/1件) その他 (1) 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

化学物質 (0件) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

微生物 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

異物混入等 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

表示違反 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(0/0件) その他 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

食品安全関係情報（ 6月15日～6月28日 収集分※）について

「食品安全関係情報」として食品安全委員会が収集したハザード毎の地域別情報件数の概要     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(集計数は、今回/前回）

(合計98/104件)
北米 欧州 アジア

海外のリコール

※収集期間については、主たる期間をいう。

化学物質

微生物・プリオン・自然毒

新食品等

肥料・飼料等

その他

海外の食中毒

収集件数

資料５－１



 

食品安全関係情報（6 月 15 日～6 月 28 日収集分 98 件）のうち、主なものの紹介 

(詳細及び他の情報については、食品安全総合情報システム（http://www.fsc.go.jp/fsciis/）をご覧下さい) 

 

【化学物質】 

・国際連合食糧農業機関 (FAO) 、第 77 回 FAO/ 世界保健機関 (WHO) 合同食品添加物専門

家会議 (JECFA)会議の概要及び結論を公表 

・欧州食品安全機関(EFSA)、食品添加物及び飼料添加物として認可されている食用赤色 40

号(アルラレッド AC)及びその他のスルホン化モノアゾ色素類に関する声明を公表 

・英国食品基準庁（FSA）、食品製品中のアルミニウム及びマンガンのバイオアベイラビリ

ティの評価結果を公表 

・ドイツ連邦リスク評価研究所（BfR） 

・食品中の硝酸塩及び亜硝酸塩に関する FAQ を公表 

・ヒトの尿中のグリホサート濃度が健康への懸念をもたらすレベルを大幅に下回って

いた旨を公表 

 

【微生物・プリオン・自然毒】 

・欧州食品安全機関（EFSA）、食品及び飼料中のニバレノールのヒト及び動物の健康に対す

るリスクに関する科学的意見書を公表 

・欧州疾病予防管理センター(ECDC)、理事年次報告書(2012 年)を公表 

・英国動物衛生獣医学研究所（AHVLA）、グレート・ブリテン及び北アイルランドにおける

牛の伝達性海綿状脳症サーベイランス結果(2013 年：1 頭目）を公表 

・ドイツ連邦リスク評価研究所（BfR）、動物及び食品中の人獣共通感染性病原体に関する

2011 年報告書を公表 

 

【新食品等】 

・米国農務省(USDA)、オレゴン州で自生していた遺伝子組換え小麦の検出法を開示 

 

【その他】 

・オーストラリア・ニュージーランド食品基準機関(FSANZ)、「FSANZ と国際的な食品安全

機関との関わり」についての情報を公表 



 

 

資料５－２

H25.7.22 

食品安全委員会が収集したハザードに関する主な情報 

その他---その他 

92 オーストラリア・ニュージーランド食品基準機関(FSANZ)、「FSANZ と国際的な食品安全機関との関わり」 

公表日：2013 年 6 月 25 日   情報源：豪州・NZ 食品基準機関(FSANZ) 

http://www.foodstandards.gov.au/science/international/Pages/default.aspx 

オーストラリア・ニュージーランド食品基準機関(FSANZ)は5月、「FSANZと国際的な食品安全機関との関わり」に

ついての情報を公表した。概要は以下のとおり。 

食料供給が拡大し、より国際的になると食品の安全性の確保に関わる国際機関と協力することは、ますます重

要である。FSANZは、データの収集及び分析方法を開発するために多くの国際・科学的な規制機関と協力してい

る。詳細はFSANZの国際的な活動及び報告書から知ることができる（以下のURLに掲載）。 

http://www.foodstandards.gov.au/publications/Pages/International-activities-and-engagement.aspx 

世界の食品関連リスクは様々であることは認識されているが、食品に関する科学的な規制に関連した情報、

データ及びベストプラクティスを共有することにより一貫したリスク分析の取組を進展させることができる。多くの

FSANZスタッフは、主要な食品関連国際機関の専門組織への参加を含む、国際的な活動に従事しており、そのこ

とにより世界中の科学者との連携をさらに深めている。 

(1)アジア太平洋経済協力閣僚会議(APEC)食品安全協力フォーラム 

APEC食品安全協力フォーラムは、アジア太平洋地域における強固な食品安全システムの構築のための食品

安全規制当局のフォーラムである。FSANZ及び中国が共同で議長を務めている。 

(2)コーデックス 

コーデックス委員会は、食品、食料生産及び食品の安全性に関連する国際的に認められた基準、実施規範、ガ

イドライン並びに勧告を策定している。消費者の健康を保護し、国際的な食品貿易の公正な慣行を確保することを

目指している。FSANZは、様々なコーデックス部会に参加している。 

(3)世界保健機関(WHO)及び国際連合食糧農業機関(FAO) 

FSANZは、多くの会議や専門家会議に参加することによってWHO及びFAOの作業を支援している。例えば、

FAO / WHO合同食品添加物専門家会議 (JECFA) 、FAO / WHO合同残留農薬専門家会議(JMPR)及びFAO / 

WHO合同微生物学的リスク評価専門家会議(JEMRA)などである。 

FSANZはまた、食品汚染モニタリングのためのWHOの協力センターの1つでもある。FSANZは、WHOの以下の

ようなプログラムを支援するための合意した活動リストを実施する。 

・食品中の汚染物質の健康影響に関する専門家の助言を提供。 

・WHO地球環境モニタリングシステム/食品汚染モニタリングと評価プログラム(GEMS /Food)に参加。 

・WHOの要請に基づき、西太平洋の地域及び国々における食品汚染モニタリング及び評価能力の強化のための

支援を提供。 

・要請に基づき、可能な限り食品安全に係る緊急時における支援の提供。 

(4)他のネットワーク 

FSANZは化学物質の安全性に関するリエゾングループ、食品中の微生物の安全性に関するリエゾングループ

及び4カ国食品安全グループ(Food Safety Quadrilateral Group) (訳注：豪州、カナダ、ニュージーランド及び米国)

などの確立されたネットワークを介し、(日本を始めとする)他国のリスク評価又は規制当局と連携している。 

○関連情報 

2010 年 7 月、食品安全委員会(FSCJ)と FSANZ はリスク評価に関するデータ収集及びデータ共有の協力を促進する

ための協力文書(Memorandum of Cooperation)を締結。 

http://www.fsc.go.jp/osirase/co_australia_newzealand.html 

2013 年7 月2日に第一回定期会合(非公開)を開催。(なお、7 月3日の FSCJ 主催の国際共同シンポジウムでFSANZ

長官が国際協力を含んだ内容について講演。) 

国際共同シンポジウム概要、FSANZ 長官講演要旨等 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/meetingMaterial/show/kai20130703ik1 


